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研究成果の概要（和文）：好塩基球刺激試験(BAT)用に採取した血液検体の保管時間や温度が結果に与える影響
と周術期アナフィラキシーの発生メカニズムを調べた。
血液検体の保管時間が長い程、血液検体の保管温度が高い程好塩基球活性化率は低下する可能性が示唆された。
また、BATを行う際にIgEを介する反応を選択的に抑制する効果のあるwortmanninを用いることで、幾つかの原因
薬剤において、発生メカニズムにIgEが介在している可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We investigated the optimal condition of blood samples during transportation
 for basophil activation tests. Further, we explored underlying mechanisms of perioperative 
drug-induced anaphylaxis. We found that the longer storage time and the higher storage temperature 
of the blood sample, the lower the basophil activation rate. In addition, an IgE-dependent pathway 
was suggested for perioperative anaphylaxis induced with some drugs.

研究分野：麻酔科学

キーワード： 周術期管理学　周術期アナフィラキシー　好塩基球活性化試験
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研究成果の学術的意義や社会的意義
好塩基球刺激試験(BAT)に用いる検体の取り扱い方法を最適化できれば、診断精度の向上が期待できる。さら
に、アナフィラキシーの発症プロセスにおけるIgE関与の有無を調べることで、特異的IgE抗体測定による原因薬
同定の可否が判明する。BATや特異的IgE抗体測定といった、in vitroの検査の診断精度を高めることで、患者を
危険に曝すことなくアナフィラキシーの原因薬同定が可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
アナフィラキシーは、対応を誤れば患者を死に至らしめる可能性があり、発生した際には適切な
対応が求められる。また、アナフィラキシー患者の原因薬物を特定できない場合、以降の手術の
際にアナフィラキシーを再現してしまう可能性がある。したがって、原因薬物を同定することは
麻酔管理上非常に重要である。 
原因薬同定のためのゴールドスタンダードは皮膚テスト（プリックテスト、皮内テスト）である。
皮膚テストは感度が高いものの特異度が低く、信頼性に欠ける場合がある。また、疼痛を伴うこ
とや、被疑薬を患者に投与するため 0.3%程度の確率でアナフィラキシーを再現する可能性があ
る。したがって、in vitroで実施可能な検査の開発が急がれる。 
 
申請者のグループは、過去 8年間に約 100症例の患者を対象にして、皮膚テストと BATを組み
合わせて周術期アナフィラキシーの原因薬同定を行い、その成果を報告してきた（Journal of 
Anesthesia 2021, British Journal of Anaesthesia 2020, Journal of Anesthesia 2018, 
Anesthesia and Analgesia 2018, Journal of Anesthesia 2016, British Journal of Anaesthesia 
2015）。 
好塩基球刺激試験(BAT)は、患者血液を用いて in vitroでアナフィラキシーの原因検索が可能な
検査である。患者血液に被疑薬を混合し、それによる好塩基球の活性化（膜表面における CD203c
等の出現）をフローサイトメトリーにより検出する。多くの薬剤で皮膚テストと同等の感度・特
異度を持つことが分かってきており、理論上いかなる薬剤でも検査可能である。しかし、全ての
医療機関にフローサイトメーターが設置されているわけではなく、検査の実施には専門的知識
と経験が必要である。したがって、限られた施設でのみ行われているのが現状である。申請者の
グループは、群馬県内に限らず、関東地方の他施設で発生した症例においても血液検体を当院へ
輸送して BATを実施している。 
 
 
２．研究の目的 
 
アナフィラキシーは対症療法で救命することが可能であり、診断方法の開発や発症機序の解明
が進んでこなかった。本研究では、①BAT 用に採取した血液検体の保管時間や温度が結果に与
える影響、②周術期アナフィラキシーの発生メカニズムを調べる。 
この研究により、BAT に用いる検体の取り扱い方法を最適化できるため、診断精度の向上が期
待できる。さらに、アナフィラキシーの発症プロセスにおける IgE関与の有無を調べることで、
特異的 IgE 抗体測定による原因薬同定の可否が判明する。BAT や特異的 IgE 抗体測定といっ
た、in vitroの検査の診断精度を高めることで、患者を危険に曝すことなくアナフィラキシーの
原因薬同定が可能となる。 
 
 
３．研究の方法 
 
①BAT 用に採取した血液検体の保管時間や温度が結果に与える影響 
健常人ボランティアから血液を 15ml 採取し、3つの試験管に分注する。それぞれの試験管を 4、
24、37℃で保管し、採血直後と 2、4、8、24 時間後に BAT を行う。陽性コントロール（抗 IgE 抗
体）による好塩基球活性化率を検体の保管時間と温度ごとに比較する。 
 
②周術期アナフィラキシーの発生メカニズム 
アナフィラキシー患者の血液で BAT を行う際に、IgE を介する反応を選択的に抑制する効果のあ
る wortmannin を試験管内に加え、好塩基球の活性化が抑制されるかどうかを調べる。wortmannin
を加えないものと比べて好塩基球の活性化が抑制されれば、その原因薬剤は IgE 介在性と考え
られる。 
 
 
４．研究成果 
 
①BAT 用に採取した血液検体の保管時間や温度が結果に与える影響 
血液検体の保管時間が長い程、血液検体の保管温度が高い程好塩基球活性化率は低下する可能
性が示唆された。 
予定数のデータ取得はほぼ終了し、データ解析中である。 
 



②周術期アナフィラキシーの発生メカニズム 
幾つかの原因薬剤において発生メカニズムに IgE が介在している可能性が示唆された。 
引き続き、データ取得を継続する。 
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